
市内96の老人会長らが、市長・市議会に要望書提出など

憲
法
改
悪
、消
費
税
の
大
増
税
は
許
し
ま
せ
ん
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市
民
の
福
祉
・
く
ら
し
守
る
た
め
全
力
で
頑
張
り
ま
し
た

市民の声�を反映�

「「
��
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��
」」
�
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発
足
か
ら
半
年
で
事
故
件
数
１
７
４
件

「
わ
く
わ
く
」へ
の
期
待
と
不
安
が
交
錯

　

放
課
後
、
学
童
保
育
に
入
れ
な
か
っ
た
子
ど
も
と
親
に
と
っ

て
は
待
ち
望
ま
れ
て
い
た
「
わ
く
わ
く
プ
ラ
ザ
」。
と
こ
ろ
が
、

昨
年
４
月
の
発
足
以
来
、　

月
末
ま
で
の
７
カ
月
で
１
７
４
件

１０

も
の
事
故
が
発
生
、
十
月
に
は
二
階
か
ら
転
落
し
て
頭
蓋
骨
を

骨
折
と
い
う
重
大
事
故
も
…
。

全
児
童
の
半
数
以
上
が
利
用
す
る
大
事
業

な
の
に
足
り
な
い
ス
タ
ッ
フ
＆
ス
ペ
ー
ス

　

全
市
で
三
万
六
、
二
三
六
人
が
登
録
。
ス
タ
ッ
フ
は
受
付
業

務
な
ど
に
手
を
取
ら
れ
、
と
て
も
一
人
一
人
に
目
を
配
る
余
裕

が
な
く
、
健
康
の
異
変
を
訴
え
る
ス
タ
ッ
フ
も
。
こ
う
し
た
背

景
が
事
故
多
発
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

日
本
共
産
党
は
当
初
か
ら
調
査
を
続
け
、
ス
タ
ッ
フ
の
要
望

を
聞
き
、
体
制
や
施
設
の
不
備
を
改
善
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

　

当
初
は
手
放
し
で
評
価
し
て
い
た
政
党
を
含
め
、
全
会
派
が

代
表
質
問
で
「
わ
く
わ
く
プ
ラ
ザ
」
の
体
制
の
不
備
を
指
摘
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

阿
部
市
長
の
「
敬
老
パ
ス
」
有
料
化
計

画
に
市
民
の
怒
り
の
声
が
大
き
く
立
ち
は

だ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
「
お
年
寄
り
の
足
で
あ
る
敬
老
パ
ス
を

有
料
化
す
る
な
ん
て
と
ん
で
も
な
い
」
と

「
市
内
九
六
の
老
人
会
長
さ
ん
が
市
長
と

議
長
に
「
要
望
書
」
を
提
出
。「
敬
老
無
料

パ
ス
」
の
継
続
を
求
め
る
世
論
と
運
動
が

急
速
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
こ
う
し
た
声
に
呼
応

し
、
政
党
と
し
て
唯
一
、
請
願
の
紹
介
議

員
と
な
る
な

ど
、
議
会
内

外
で
「
敬
老

無
料
パ
ス
」

を
守
る
よ
う

全
力
を
つ
く

し
て
い
ま

す
。

の
フ
リ
ー
パ
ス
案
を
予
算
議
会
に
新
た
に

提
案
し
、
な
ん
と
し
て
も
成
立
さ
せ
る
か

ま
え
で
す
。
い
っ
そ
う
の
世
論
と
運
動
を

広
げ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

川
崎
市
は
、
昨
年
十
二
月
、
七
〇
歳
以

上
の
お
年
寄
り
の
バ
ス
利
用
を
有
料
に
す

る
「
有
料
フ
リ
ー
パ
ス
と
ワ
ン
コ
イ
ン
併

用
方
式
」
の
計
画
案
を
発
表
。

　

健
康
福
祉
委
員
会
で
の
審
議
で
も
「
説

明
不
足
」「
金
額
の
根
拠
が
希
薄
」
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
、
審
議
は
今
年
に
持
ち
越

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

川
崎
市
の
市
民
説
明
会
で
も
「
年
寄
り

か
ら
金
を
巻
き
上
げ
る
手
段
と
し
か
思
え

な
い
」「
ど
う
し
て
東
京
や
横
浜
な
ど
の
よ

う
に
応
能
性
が
で
き
な
い
の
か
」
な
ど
の

意
見
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　

川
崎
市
は
昨
年
十
二
月
の
委
員
会
審
議

の
経
過
に
ふ
ま
え
、
一
ケ
月
一
〇
〇
〇
円

わくわくプラザでのケガの内容�

1件の事故で複数傷病の場合を含む。�
この内賠償を要求されているものは4件�

裂
傷�

骨
折�

ね
ん
挫�

眼
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ケ
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歯
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脱
き
ゅ
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打
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す
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市
営
葬
議
場
の
使
用
料
値
上

げ
が
可
決
。
さ
ら
に
、
低
料
金

で
市
民
が
利
用
で
き
た
霊
柩
車

は「
使
え
な
い
人
と
の
公
平
性
」

を
理
由
に
な
ん
と
廃
止
に
。
日

本
共
産
党
は
「
亡
く
な
っ
た
人

に
ま
で
冷
た
い
仕
打
ち
を
す
る

の
か
」
と
霊
柩
車
の
存
続
を
強

く
求
め
ま
し
た
。

　

全
区
で
一
校
ず
つ
試
行
さ
れ

て
い
る
中
学
校
給
食
は
、
市
が

２
７
３
円
の
補
助
を
削
っ
て
４

０
０
円
の
全
額
父
母
負
担
に
。

献
立
も
食
材
も
調
理
も
全
部
民

間
業
者
任
せ
の
弁
当
を
販
売
す

る
だ
け
で
は
、
も
は
や
学
校
給

食
と
は
い
え
な
い
と
教
育
委
員

会
も
議
会
で
答
弁
し
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
小
学
校
給
食
で
も

今
年
の
四
月
か
ら
各
区
一
校
で

調
理
業
務
を
モ
デ
ル
的
に
民
間

委
託
す
る
と
発
表
。
当
事
者
と

の
相
談
も
無
い
拙
速
な
や
り
方

に
学
校
関
係
者
か
ら
も
疑
問
の

声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

小
・
中
学
校
給
食
の

質
の
低
下
を
許
す
な

葬
儀
場
値
上
げ

霊
柩
車
は
廃
止
へ

　

市
内
の
消
防
署
の
統
廃
合
計

画
が
発
表
さ
れ
、
宮
内
と
玉
川

出
張
所
の
廃
止
も
明
記
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
地
元
の
町
内
会
な

ど
か
ら
「
と
ん
で
も
な
い
」
と

反
対
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
「
入
院
と
在
宅
の
負
担
の
公

平
性
を
は
か
る
…
」
と
重
度
障

害
者
や
小
児
ぜ
ん
息
患
者
な
ど

五
つ
の
事
業
の
入
院
時
の
食
事

代
の
助
成
制
度
を
廃
止
。
阿
部

市
政
の
冷
た
さ
が
ひ
と
き
わ
め

だ
ち
ま
す
。

重
度
心
身
障
害
者
な

ど
入
院
時
食
事
費
助

成
を
廃
止

消
防
出
張
所
が
廃
止

地
元
の
町
内
会
で
反

対
運
動

こ
の
声
を
さ
ら
に
広
げ
て
、予
算
議
会
で
キ
ッ
パ
リ
や
め
さ
せ
ま
し
ょ
う
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老
人
会
、市
民
団
体
な
ど
か
ら

署
名
運
動
広
が
る

値
上
げ
の
根
拠
が
希
薄
と

委
員
会
審
議
も
継
続
へ

市
は
二
月
の
予
算
議
会
で

強
行
の
か
ま
え

下
水
道
料
金
値
上
げ
審
議

最
後
ま
で
市
民
の
立
場
で

　

十
二
月
市
議
会
で
は
下
水
道
料
金
の
平

均
８
・
９
％
の
値
上
げ
を
多
数
で
可
決
。

委
員
会
審
議
で
は
値
上
げ
に
慎
重
な
意
見

だ
っ
た
自
民
、
民
主
・
市
民
、
公
明
も
結

局
わ
ず
か
な
修
正
で
値
上
げ
を
容
認
。

　
「
い
ま
、市
内
の
業
者
は
大
変
な
状
況
。

物
の
値
段
が
下
が
っ
て
い
る
と
き
に
公
共

料
金
だ
け
が
上
が
る
の
は
市
民
理
解
を
得

ら
れ
な
い
」。
日
本
共
産
党
は
最
後
ま
で

市
民
や
町
場
の
業
者
さ
ん
の
立
場
を
貫
き

ま
し
た
。

自
民
、民
主
・
市
民
、公
明
ネ
ッ
ト
が

わ
ず
か
な
修
正
で
値
上
げ
を
可
決

日
本
共
産
党
は
市
民
負
担
を
考
え

値
上
げ
そ
の
も
の
に
反
対

日
本
共
産
党

子
ど
も
に
と
っ
て「
わ
く
わ
く
」も

「
学
童
保
育
」も
、ど
ち
ら
も
必
要
で
す

　

一
方
、
親
の
就
労
に
よ
り
、
夕
方
ま
で
家
に
帰
れ
ず
、「
わ
く

わ
く
」
と
区
別
し
た
「
学
童
保
育
」
を
必
要
と
す
る
児
童
も
あ

り
、
費
用
が
高
く
て
も
安
心
な
自
主
学
童
保
育
に
あ
ず
け
る
親

も
出
て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
子
ど
も
た
ち
が
放
課
後
を
安
心
し
て
過
ご

せ
る
た
め
に
は
、
家
庭
の
状
態
に
応
じ
て
「
わ
く
わ
く
」
も

「
学
童
保
育
」も
両
立
さ
せ
、と
も
に
充
実
さ
せ
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
��
�
�
�
�
�

市
財
政
圧
迫
す
る
大
規
模
事
業
の
抜
本
的
な
見
直
し
で

　

川
崎
市
は
、
一
九
九
四
年
の
開
設
以
来
累
積
赤

字
が
六
一
億
円
に
の
ぼ
り
、
経
営
破
た
ん
の
Ｋ
Ｃ

Ｔ
に
市
が
続
け
て
き
た
施
設
使
用
料
な
ど
年
間
一

億
二
〇
〇
〇
万
円
も
の
減
免
を
中
止
す
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
が
、
市
直
営
に
の
り
だ
す
う

ご
き
も
あ
り
、
新
た
な
市
費
負
担
が
心
配
さ
れ
て

い
ま
す
。
日
本
共
産
党
は
、
当
初
か
ら
、
税
金
ム

ダ
づ
か
い
事
業
と
キ
ッ
パ
リ
手
を
切
る
よ
う
主
張

し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
、
六
一
億
円
の
累
積
赤

字
の
処
理
方
法
な
ど
を
め
ぐ
り
、
市
民
や
市
財
政

に
転
嫁
さ
せ
な
い
運
動
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

祉
・
く
ら
し
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
提
案
し
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
大
型
開
発
の
中
の
ム
ダ
を
し
っ

か
り
み
な
お
せ
ば
、
福
祉
を
充
実
さ
せ
な
が
ら
、

財
政
健
全
化
も
は
か
れ
ま
す
。

「
か
わ
さ
き
港
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
」

（
Ｋ
Ｃ
Ｔ
）新
た
な
市
民
負
担
か
？

日本共産党が
一貫して追及

●
「
足
の
治
療
で
通
院
に
使
っ
て

い
る
。
パ
ス
が
無
く
な
っ
た
ら

治
療
に
も
い
け
な
く
な
る
」（
男

性
）

●
「
有
料
に
な
っ
た
ら
本
当
に
困

り
ま
す
。
病
院
に
い
く
の
に
乗

り
換
え
て
い
く
と
八
〇
〇
円
か

か
る
。
年
金
生
活
者
に
は
大
変

な
負
担
で
す
」（
一
老
女
よ
り
）

●
「
年
金
で
生
活
す
る
人
は
ム
ダ

づ
か
い
を
避
け
て
細
々
と
暮
ら

し
て
い
る
、
ぜ
ひ
無
料
の
ま
ま

に
し
て
く
だ
さ
い
」（
老
人
会

長
）

声

敬
老
パ
ス

利
用
者
の

取扱い荷物は減るばかり、かわさき港コンテナターミナル

　

不
要
不
急
の
大
型
開
発
は
、
こ
れ
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
臨
海
部
全
体
の
大
企
業
本
位
の
基
盤

整
備
な
ど
市
費
の
予
想
投
資
額
は
三
〇
〇
〇
億
円

〜
四
〇
〇
〇
億
円
で
す
。
日
本
共
産
党
は
当
面
、

必
要
性
の
薄
い
浮
島
第
三
ブ
ロ
ッ
ク
埋
め
立
て
事

業
（
市
費
二
七
四
億
円
）、
車
が
通
ら
な
い
川
崎
縦

貫
道
路
Ⅰ
基
残
工
事
（
市
費
約
一
〇
〇
〇
億
円
）

と
、
い
っ
た
ん
白
紙
に
戻
さ
れ
た
Ⅱ
期
計
画
な
ど

を
見
直
す
こ
と
で
約
三
百
億
円
を
捻
出
し
、
福

福
祉
の
充
実
と
財
政
健
全
化
は

可
能
で
す

　

阿
部
市
長
は
市
民
の
福
祉
・
く
ら
し
の
予
算
を

削
る
一
方
で
、
音
楽
ホ
ー
ル
「
ミ
ュ
ー
ザ
か
わ
さ

き
」（
総
事
業
費
約
三
四
〇
億
円
）
を
住
民
の
反
対

を
押
し
切
っ
て
建
設
。
さ
ら
に
、
か
わ
さ
き
フ
ァ

ズ
の
赤
字
穴
埋
め
に
三
七
億
円
を
融
資
す
る
な
ど

大
規
模
事
業
へ
の
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。


